	体験型プログラム⑩（40～60分）
	学童期～思春期・読書教育

	ポップをつくろう

	本プログラムのねらい
	
	期待される効果
	

	◎家庭の読書環境を整えるためのヒントをつかむことができる。
○様々なジャンルの本を知ることができる。
	子供に本を魅力的に紹介するための方法が知りたいと思う保護者が、家庭での読書環境を整えようとするようになる。

	

	活動の様子
	図書館で推薦する本を選び、子供が読みたくなるポップを作る。

	 (
ポップづくりって、
子供
の
国語の勉強にもなりそうね。
)※選書にあたっては、図書館司書などの協力を得られるとよい。 (
僕が小さい頃に読んでいた絵本があったから、これを使ってポップを作ってみよう。
)[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust4180.png]
 (
読みたくなるようなコピーを考えるって、
意外に難しいわ。
)
[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2058.png]
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 (
【準備物等
】
○
色紙（人数分）
○サインペン（人数分）
○はさみ、カッターなど
)




	主な流れ
	※図書館（図書室）で行う。

	１　グループ内でテーマを決め、推薦する本を選ぶ。
　※子供の年齢等に合わせてテーマを決め、図書館内で本を選ぶ。
　※テーマに合わせて、一人一冊本を選ぶ。

２　推薦する本の内容に合わせて、キャッチコピーを考える。
　※もっとも好きな箇所や、役に立つ箇所などを踏まえて言葉を選ぶ。
　※言葉に迷うなどした場合は、グループ内の意見を参考にする。

３　色紙等を用い、推薦する本のポップを作成し、鑑賞し合う。
　※鑑賞した中で、特に気に入ったポップを紹介し合い、感想を交流する。

	運営上の留意点
	 (
他にもライブラリーナビという方法もあります。
)

	　ここで紹介したポップの他に、神奈川県学校図書館員研究会が開発したLibraryNAVI（ライブラリーナビ）という紹介ツールもあります。詳しくは、http://librarynavi.seesaa.net/category/1802675-1.htmlにアクセスして、作り方を参考にしてみてください。
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